
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

令和3年3月31日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

田余地区（高崎、上玉里、田木
谷、栗又四ケ、東田中）

市町村名

小美玉市

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

対象地区の農地利用は、中心経営体である認定農業者や認定新規就農者が担っていく。

対象地区内は、70歳以上の耕作地の割合が高く、うち後継者のいない農地が83.5ha（39.9%）となっている。規模
の縮小や農業を辞めたい意向のある農家の耕作地も約17%を占めている。また、全体的に担い手数が少ない。
後継者のいない農地の集積・集約化と受け手の確保が課題である。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

83.5ｈａ

125.7ｈａ

（備考）

457.4ｈａ

361.7ｈａ

11.0ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 209.1ｈａ

直近の更新年月日

令和5年3月31日

農地中間管理事業を活用し担い手等へ農地の集約・集積化を推進する。



（参考）　中心経営体 (田余地区)
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計 ha ha
認農 （株）やまも レンコン 0.8 レンコン 0.8

肉用牛 19 肉用牛 30
牧草 1.57 牧草 1.75
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菊、ネギ 1.15 小菊、ネギ
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0.04
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ダイコン、ニンジン

土屋　清美認農

認農 長島　功 水稲 0.2 水稲 0.2

認農 小松崎　洋一 レンコン 0.25 レンコン 0.25
認農 笹目　辰則 レンコン 1.2 1.4

認農

認農 小松　正典 レンコン 0.93 レンコン 0.93

0.2認農 大髙　昌明
認農 ライジングファーム(株) そば 3 そば 5

羽鳥　敏彦

レンコン 10

髙﨑　直樹認農
柿 2 柿

レンコン

認農 中嶋　一弥 水稲 14 水稲
認農 石田　俊幸

認農 笹目　恒英

認他 中島　幸一郎
水稲
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0.2 ダイコン、ニンジン
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レンコン
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レンコン

今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積
農業を営む範
囲

経営作目 経営面積
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甘藷

乳牛

レンコン

現状
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農業者
（氏名・名称）

認農 レンコン

乳牛

認農

認農

属性

認農 ㈱ふぁーむあかね

19人

0.25 水稲

66.45

レンコン

水稲 5.5 水稲

玉ねぎ 0.5 玉ねぎ、トウモロコシ

水稲 0.2 水稲
0.7 レンコン

レンコン

1.5
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10レンコン

レンコン
水稲

坂　宗行
石橋　直樹

植田　哲

77.42

認他 滝平　佳司

甘藷

0.7
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個人情報保護のため、

公表を控えさせていた

だきます。



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）

1
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計

農地の所在（地番）
貸付け 作業委託 売渡

貸付け等の区分（㎡）


